














 

は Lめに 

 現在医療の世界で広く用いられている glucocorticoids の副作用の一つであ

る steroid myopathy は筋蛋白滅少を未たす疾患である.cortiso1 の過分泌によ

って起こる Cushing's syndrome に於ても同様な myopathic condition が見られ

る.1940 年 Long et al.の adrenal cortical extract を rats に投与すると尿中

に nitrogen の loss が起こるという報告以未 glucocorticoids の蛋白異化作用

に関しては広く論じられてきた.glucocorticoids を受けた animals の muscle

内,plasma 内で free amino acids の levels が上昇するという報告もある

(Friedberg and Greenberg,1947;Kaplan and Shimizu,1963;Ryan and 

Carver,1963;Betheil et al・,1965). 

 他の組織と同様,筋蛋白も連続的に turnover が行なわれている.labeled 

amino acidsの再利用によるerrorsを最小限にすると,筋蛋白の平均half-life

は数日である(Millward,1970)．したがって g1ucocorticoids による筋蛋白の減

少は蛋白合成抑制か蛋白分解亢進又はその両方の結果である. 


